



















































































































事　項 担当会派 担当者名 所　要
開議宣告 議長 7分委員長報告 委員長
採決 議長 3分散会宣告 議長
計 10分
16時頃終了予定
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岡　田　順　太
資料②　法　案
SFC模範議会プロジェクト2010
任意後見契約における医療行為代諾特約に関する法律案（第▼▼▼回国会閣法第▼▼号）
（趣旨）
第一条　この法律は、任意後見契約に関する法律（平成十一年法律第百五十号）に
基づく任意後見契約において、医療行為代諾特約を設ける際の効力、方式等に関し
特別の定めをするとともに、医療行為の代諾に関し必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第二条　この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号の定めると
ころによる。
　一　医療行為　医師、歯科医師、看護師その他の医療従事者が行う医的侵襲を伴
　　　う処置（予防接種を含む。）及び治療並びに手術をいう。
　二　代諾　医療従事者が行おうとする医療行為にっいて、本人（任意後見契約に
　　　関する法律第二条第二号にいう本人をいう。）に代わって承諾を行うことを
　　　いう。
　三　医療行為代諾特約　任意後見契約に付加する特約であって、本人が精神上の
　　　障害により事理を弁識する能力が不十分な状況における自己の医療行為に係
　　　る選択の全部又は一部を委託し、その委託に係る事務について代諾権を付与
　　　することを内容とするものをいう。
（特約の効力）
第三条　任意後見契約には、医療行為代諾特約を設けることができる。
2　医療行為代諾特約は、任意後見契約に関する法律第四条第一一項に基づき任意後
見監督人が選任された時点において、効力を発生するものとする。
3　任意後見契約が終了し、又は、解除されたときは、医療行為代諾特約は失効す
る。
（特約の方式）
第四条　医療行為代諾特約は、任意後見契約とともに、法務省令で定める様式の公
正証書によってしなければならない。
2　代諾の対象となる医療行為を限定する場合は、前項の規定を準用する。
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（本人の意思の尊重等）
第五条　任意後見人（任意後見契約に関する法律第二条第四号にいう任意後見人を
いう。）は、医療行為の代諾に当たっては、本人の意思を尊重し、かつ、その心身
の状態及び尊厳の保持に配慮しなければならない。
2　医療従事者は、本人の意思に配慮し、任意後見人と十分に協議し、かっ、専門
的見地から判断して、最も適切な医療行為を選択するよう努めなければならない。
3　前項の規定は、本人に緊急かつ明白な生命の危険が生じている場合に、医療従
事者の判断のみで医療行為を行うことを妨げるものと解釈してはならない。
（法務省令への委任）
第六条　この法律に定めるもののほか、医療行為代諾特約に関し必要な事項は、法
務省令で定める。
　附　則
（施行期日）
第一条　この法律は、公布の日から起算して一年を超えない範囲内において政令で
定める日から施行する。
（実施のための措置等）
第二条　政府及び最高裁判所は、成年後見制度が介護保険等と並び、高齢化社会を
迎える我が国の社会的基盤として整備されたものであることにかんがみ、この法律
の実施にあたり、国民が成年後見等の制度を利用することの意義、制度を利用する
ための手続その他の留意点等を具体的に分かりやすく説明するなど、成年後見制度
についての国民の理解と関心を深めるとともに、国民の自覚に基づく主体的な制度
への参加と協力が行われるようにするための措置を講じなければならない。
（検討）
第三条　政府は、この法律の施行後三年を経過した場合において、新法の施行の状
況について検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて、成年後
見制度において医療行為の代諾を広く認めるための抜本的な改革を行うための検討
を行い、所要の措置を講ずるものとする。
理　由
　精神上の障害により事理弁識能力が不十分な状況においても、本人の意思を尊重
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した医療行為が行われるよう、任意後見契約において医療行為についての代諾権を
付与する特約をするための制度を設ける必要がある。これが、本法律案を提出する
理由である。
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任意後見契約における医療行為代諾特約に関する法律案F　AQ
SFC模範議会プロジェクト2010
総灘欝灘灘灘穫糠難鞭灘欝
A：任意後見契約は、本人の法律行為が対象となりますが、それらは主に財産管
理を内容とするものです。医療行為のように、生命・身体に影響を及ぼすものに
ついては、本人に選択権が一身専属的に帰属し、他人に委託できないと解釈され
ています。従って、任意後見契約を結んでいても、医療行為についての選択は、
通常の契約とは異なる次元で扱う必要があるのです。
　そこで、この法律案は、医療行為の代諾を任意後見契約に付加する特約として
盛り込むことを可能とすることを目的としています。
璽…，糧諾欝薄象醗嚢る医療癒為墨、ぽ織懸諜が蓉
A：およそ医療従事者が行う医療行為のうち、医的侵襲性（医学的判断及び技術
をもってしなければ人体に危害を及ぼす恐れのある性質）のある処置・治療及び
手術を指します（最大判昭和35年1月27日刑集14巻1号33頁参照）。予防接種も
これに含まれます。
　手術は外科的手術一般を指します。また、同法案上の「処置及び治療」には、
麻酔や投薬、レントゲン撮影、体内への医療器具挿入、鍼灸、柔道整復などの医
的侵襲を伴う医療行為が含まれます。精神疾患の治療なども対象となります。た
だし、診察行為などで医的侵襲を伴わないものは、ここに含まれません。
　本人の生命・身体に対する医的侵襲性を基準とする趣旨ですので、医療保険の
適用の有無は判断基準となりません。
　なお、検温や消毒、介護行為、食事・散歩といった日常生活の世話は、医療行
為ではありません。ただし、在宅医療にある者の「たん」の吸引といったよう
に、医師の指導などの条件の下で、「当面やむを得ない措置」として介護事業者
に任されている医療行為にっいては、実施者や方法などに関して、代諾の対象と
なりうると考えられます。
「?…鋤馨薗鍵葺鋭勇繋ク嚢馨の騨お繊る眠間療瀾ぽ、医療続鶉捲蕎ま瀧ま撫が。
A：医業類似行為は、民間療法などと呼ばれますが、医的侵襲性の有無が本法律
案の医療行為に含まれるかどうかの基準となりますので、個別具体的な判断が必
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要になります。なお、無免許で医業を行っている者に代諾をしたからといって、
違法行為を正当化することにはなりません。
A：医師、歯科医師、看護師などのほか、法案の規定する医療行為に業として従
事する者を指します。法的資格を有する者がそれに該当しますので、例えば、無
免許で医業を行っている者はその範囲に入りません。そうした者に代諾を与えて
も、本来的に違法な医療行為を正当業務行為として扱うことにはなりません。
　なお、AEDによる蘇生措置などの応急措置は、「業として」行うものではあり
ませんので、たまたまそのような行為を行った者が、医療従事者に該当すること
はありません。また、家族にっいては、本人と同一視されるので、医療従事者の
範囲に入りません。
A：この法律における「代諾」の意味は、「医療従事者が行おうとする医療行為
について、本人に代わって承諾を行うこと」（法案2条2号）です。
　一般に、医療行為への後見人等の「同意」と呼ばれる語の内容は、これと同じ
ものと考えられますが、本人の意思が不明・不存在ですから、成年後見制度で使
われる「同意」と異なる意味ですので（一般に成年後見人には「同意」権がない
と解されています。）、あえて「同意」という言葉を用いるのは避けたものです。
また、同意よりも代諾の方が、実態に即した意義を有する語であると考えられま
す。
　法令上、「代諾」の語が用いられる例は、「医薬品の臨床試験の実施の基準に関
する省令（平成9年厚生省令28号）」及び「医療機器の臨床試験の実施の基準に
関する省令（平成17年厚生労働省令36号）」の2件のみですが、借地借家法（平
成3年法律90号）17条に基づき裁判所が行う「借地権設定者の承諾に代わる許
可」を一般に「代諾許可」と呼ぶなど、法令に用いる語としての適格を備えてい
るものと思われます。
、璽灘難灘欝難獲鋸鰺薩聾講醗囎簿蟻藤騰欝講灘馨溝簿擦簿嚢舞鰭鷺鞍奮鐵懇泰莚、l
A：必ずしもそうなるとは限りません。
　法案5条2項にあるように、医療行為を選択するにあたっては、「本人の意思
に配慮」し、「任意後見人と十分に協議」し、また、「専門的見地から判断」しな
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ければなりません。そのようにして選択された医療行為についての代諾を得た場
合、それに沿って医療行為を行うことになりますが、医療行為中のとっさの判断
で代諾内容と異なる医療行為を行うことを妨げるものではありません（同条3項
参照）。
　ただし、例えば、本人が信仰上の理由で輸血を拒否していて、手術中に輸血を
する可能性があるにもかかわらず、それを明らかにせずに手術に臨んだ場合、救
命措置とはいえ、輸血をすることは不法行為責任による損害賠償請求の対象とな
ります（最判平成12年2月29日民集54巻2号582頁参照）。
　医的侵襲行為は法律行為ではありませんので、その内容に法的に拘東される訳
ではないのですが、任意後見人に対しては本人に行うのと同一の説明を行う必要
があり、それが十分に行われた上での承諾（インフォームド・コンセント）が必
要になるということです。
繋難繋藷後鞭幾繊欝議薦雛購轄「馨灘霧霧墾撚薯欝灘騰擁藻簿爺藤鞭鰹督羅難嶽
欝場糞箋礎鷺欝蓬饗軽鶴籔⑬藩騨藁欝導及馨蕪灘鷺螺懸墜灘薦灘璽驚難褒蕩鞭饒．「
A：医療行為前に家族が異議を唱えた場合は、任意後見契約に関する法律（平成
11年法律150号）に基づく任意後見人の解任（8条）などが行われる可能性もあ
りますので、可能な限り、一旦、医療行為の実施を見送るべきであると思われま
す。
　他方、すでに医療行為が行われた後で、家族が異議を唱えた場合は、医療従事
者が、本人や家族の真意を知りながら、あえてそれに反する代諾に従って医療行
為を選択したなどの特別の事情のない限り、刑事・民事ともに法的責任を免れる
ことになります。
鱗…継灘鯉獲錘骸驚懸騨馨毯癒繕灘㊨鵬鶏縫懲諾ぽ遜撃蒋藤濃鑛欝韓
A：単純に医療行為を行わないという選択には代諾は不要ですが、すでに医療行
為が開始され、それが継続的に行われている場合は、その中止・変更に代諾を要
することになります。
灘鰹難麟脊鍵難麟礁思鐡難顔鞭き講翻、
A：できません。臓器提供には、臓器の移植に関する法律（平成9年法律104号）
に従った手続が必要ですが、臓器の摘出の場合、本人が「生存中に臓器を移植術
一401一
岡　田　順　太
に使用されるために提供する意思を書面により表示している」必要があります
（同法6条1項）。本法律案で規定する「代諾」は、この臓器提供の意思表示を
代替するものではありません。
A：任意後見人の解任には、任意後見契約に関する法律に基づき、「任意後見監
督人、本人、その親族又は検察官の請求」（8条）が家庭裁判所になされなけれ
ばなりません。医師はこれらに該当しませんので、解任請求はできません。
　ただし、任意後見監督人や本人の親族に、任意後見人の不適格性を説明するな
どして、解任を勧めることは可能です。
　また、本人が65歳以上の高齢者、知的障害者又は精神障害者である場合は、老
人福祉法（昭和38年法律133号）32条、知的障害者福祉法（昭和35年法律37号）
28条又は精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律123号）51条
の11の2によって、市町村長に後見開始の審判申立てをする権限が認められてい
ますので、市町村の窓口に要請することも考えられます。
A：救急搬送の場合、当該本人が任意後見契約を結んでいるかどうかは分からな
いのが通常でしょうから、一般の救急搬送患者と同様に、医師の適切な判断での
医療行為が行われるべきものと考えられます（法案5条3項参照）。ただし、例
えば、付添人から任意後見人が置かれていることを告げられるなどの場合は、緊
急性などを考慮しながら、可能であれば代諾を得るよう努めるのが望ましいと言
えるでしょう。
A：医療行為代諾特約は、任意後見契約とともに、法務省令で定める様式の公正
証書によってしなければならないことになっています（法案4条）。代諾に関し
てのみ変更をする場合は、その特約部分についての公正証書を新たに作成しなけ
ればなりません。なお、任意後見契約本体部分の公正証書は作成し直す必要はあ
りません。
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A：本体部分を作成し直す場合は、内容に変更がなくても特約部分も新たに公正
証書を作成しなければなりません。
A：できません。この法律案は、任意後見契約に特約を付けるためのものですの
で、民法上の成年後見制度は対象外です。任意後見契約本体なしに、本法律案上
の特約のみを設定することはできません。
　また、そもそも任意後見契約も本法律案による特約も私的自治の原則に依拠し
た仕組みであるのに対し、民法上の成年後見制度は職権主義的に実施されるもの
であるので、後者の制度に特約の仕組みだけを持ち込むのは不適当であると考え
られます。
　なお、今後、医療行為の代諾を民法上の成年後見制度にも認めていくのかどう
かにっいては、立法政策上の検討が必要になりますので、法案では施行後3年で
の検討などを規定しています（附則3条）。
A：任意後見中に、民法上の後見開始がなされた場合、任意後見契約は終了しま
す（任意後見契約に関する法律10条3項）が、これに伴い、医療行為代諾特約も
失効します（法案3条3項）。
A：任意後見人には、法務局が発行する「登記事項証明書」が交付されますの
で、それによって証明・確認をすることが可能です。
諜諾欝∵瓢二灘
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資料③　委員会座席表
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：　　　委員　　　：
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ1（会派①）　　　：
　　ロロしロドドラド　ししし　　ワロロヨ
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：　　　委員　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ1（会派②）　　　：
　ドララドロ　ワトロドロし　リロドロロドつ
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I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
※　当日、変更する場合があります。
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資料④　法務大臣の趣旨説明文
　ただいま議題となりました任意後見契約における医療行為代諾特約に関する法律
案につきまして、その提案の理由をご説明いたします。
　本法は、精神上の障害により事理弁識能力が不十分な状況においても、本人の意
思を尊重した医療行為が行われるよう、任意後見契約制度を活用し、任意後見契約
に付加して医療行為についての代諾権を付与する特約を設けられるようにするもの
であります。
　以下、この法律案の内容をご説明いたします。
　第一に、任意後見契約を締結する本人は、精神上の障害により事理弁識能力が不
十分な状況における自己の医療行為に係る選択の全部又は一部を委託し、これに係
る事務について代諾権を付与することを内容とする医療行為代諾特約を、任意後見
契約に設けることができることとしております。なお、代諾特約の対象となる医療
行為は、医師等の医療従事者が行う医的侵襲を伴う処置及び治療並びに手術と定め
ております。
　第二に、医療行為代諾特約は、任意後見監督人が選任された時点で効力を発生
し、また、任意後見契約が終了し、又は、解除されたときに失効するものとしてお
ります。
　第三に、医療行為代諾特約の方式は、任意後見契約とともに、法務省令で定める
様式の公正証書によってしなければならないものと定めております。
　第四に、任意後見人及び医療従事者が、本人の意思等を尊重すべき義務を規定し
ております。
　その他、本法の施行に伴う所要の規定の整備を行うこととしております。
　なお、附則におきまして、政府が、本法の施行状況の検討を行い、必要があると
認めるときは、成年後見制度において医療行為の代諾を広く認めるための抜本的な
改革を行うための検討を行う旨などを定めた条項を盛り込んでおります。
以上がこの法律案の趣旨及び内容でございます。
何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御可決くださいますようお願いいたします。
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資料⑤　役割分担表
○　委員会
（委員長）　　X
（質疑者）　　Al
　　　　　　　A2
　　　　　　　B1
（反対討論）　B2
（附帯提案）　A3
（発言なし）　A4
〕君
〕君（会派①）
〕君（会派①）
〕君（会派②）
〕君（会派②）
〕君（会派①）
〕君（会派①）※Y（議長）と兼務。
（政　府）法務大臣
　　　　法務副大臣
　　　　厚生労働副大臣
　　　　法務省民事局長
G1〔
G2〔
G3〔
G4〔
〕君
〕君
〕君
〕君
○　本会議
（議　長）　　Y
（委員長）　　X
（大　臣）　　G1
〕君
〕君
〕君
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資料⑥　委員長用台本
○　参議院法務委員長〔X　　　　　　　　　　〕君
　ただいまから、法務委員会を開会いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　〔委員長、起立〕
　　　　　　　　　　　いちごん　議事に先立ちまして、一言ごあいさっを申し上げます。
　このたび法務委員長に選任されました〔X　　　　　　〕でございます。本委員
会の公正かつ円満な運営に努め、その重責を果たしてまいりたいと存じます。皆様方
の御指導と御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　〔全員拍手、委員長着席〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はか　政府参考人の出席要求に関する件についてお諮りいたします。
　「任意後見契約における医療行為代諾特約に関する法律案」の審査のため、本日
の委員会に法務省民事局長〔G4　　　　　　〕君を政府参考人として出席を求
め、その説明を聴取することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　〔委員全員「異議なし」と呼ぶ〕
御異議ないと認め、さよう決定いたします。
「任意後見契約における医療行為代諾特約に関する法律案」を議題と致します。
政府から趣旨説明を聴取いたします。
〔G1（姓のみ）　　　　〕法務大臣。
（〔G1　　　〕法務大臣「委員長」
と呼び、挙手。）
　　　　〔大臣から趣旨説明〕
叢薫欝
以上で趣旨説明の聴取は終了いたしました。
質疑のある方は順次御発言願います。
　　　　　　（〔A1
〔A1　　　　　　〕君。
〕君「委員長」と呼び、挙手。）
（会派①拍手。）
※質疑中は、発言者（委員・政府側）にいちいち挙手させ、それを指名する。
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⊂※謬欝謬講響宴禦ナ譲辮響欝言⊃
〔※ 不規則発言でうるさいとき。
静粛に願います。 〕
⊂※獲灘欝憲灘．許可．得．か，．駒，丸⊃
（質疑者「終わります」
以上で〔A1
次に、〔A2
　　　（〔A2
と呼ぶ。会派①拍手。）
　〕君の質疑は終了いたしました。
〕君。
〕君「委員長」 と呼び、挙手。会派①拍手。）
※質疑中は、発言者（委員・政府側）にいちいち挙手させ、それを指名する。
　　　　　　　　（質疑者「終わります」と呼ぶ。会派①拍手。）
　以上で〔A2　　　　　　〕君の質疑は終了いたしました。
次に、〔B1
　　　（〔B1
〕君。
〕君「委員長」 と呼び、挙手。会派②拍手。）
※質疑中は、発言者（委員・政府側）にいちいち挙手させ、それを指名する。
　　　　　　　　（質疑者「終わります」と呼ぶ。会派②拍手。）
　以上で〔B1　　　　　　〕君の質疑は終了いたしました。
た
他に御発言もないようですから、本案に対する質疑は終局したものと認めます。
　　　　　　　　　　　〔厚生労働副大臣は退席する。〕
これより討論に入ります。
御意見のある方は賛否を明らかにしてお述べ願います。
〔B2
（〔B2
〕君。
〕君、「委員長」と呼び、挙手）
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　　　　　　　（〔B2　　　　　　〕君反対討論、会派③拍手）
　他に御意見もないようですから、討論は終局したものと認めます。
　これより「任意後見契約における医療行為代諾特約に関する法律案」について採
決に入ります。
　本案に賛成の方の挙手を願います。
　　　　　　　　　〔会派①挙手、会派②「反対」と呼ぶ。〕
　多数と認めます。よって、本案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決定
いたしました。
　　　　　　〔法務大臣・法務副大臣は起立し、一礼。会派①拍手。〕
　この際、〔A3　　　　　　〕君から発言を求められておりますので、これを許
します。
　　　　　　　　　　　（〔A3　　　　　　　〕君挙手）
　〔A3　　　　　　〕君。
　　　　　　　　（〔A3　　　　　　　〕君附帯決議案文朗読）
　ただいま〔A3　　　　　　　〕君から提出されました附帯決議案を議題とし、
採決を行います。
　本附帯決議案に賛成の方の挙手を願います。
　　　　　　　　　　　　　　　〔委員全員挙手〕
　全会一致と認めます。よって、〔A3　　　　　　〕君提出の附帯決議案は全会
一致をもって本委員会の決議とすることに決定いたしました。
　ただいまの決議に対し、〔G1（姓のみ）　　　　　　〕法務大臣から発言を求
められておりますので、この際、これを許します。〔G1（姓のみ）　　　　　　〕
法務大臣。
　　　　　　　　　　　　　　　〔大臣発言〕
　なお、審査報告書の作成につきましては、これを委員長に御一任願いたいと存じ
ますが、御異議ございませんか。
　　　　　　　　　　　〔委員全員「異議なし」と呼ぶ。〕
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御異議ないと認め、さよう決定いたします。
本日はこれにて散会いたします。
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資料⑦　質疑答弁集
質疑を行う上での注意
＜質疑者＞
・発言には、委員長の許可が必要です。
・「委員長」と手を挙げて呼び、指名されたら立って、質疑を行います。
・答弁を聞いている最中は着席します。
・発言の都度、委員長に発言の許可を求めてください。
・質疑の冒頭には、「OO党の××です。」、終わりには、「終わります。」と言いま
　しょう。
＜答弁者（政府）＞
・発言には、委員長の許可が必要です。
・答弁の冒頭には「お答えします」と言うと良いです。
・答弁は慰勲な態度で、丁寧な言葉で行うようにしましょう。
・待機中も姿勢正しく行儀良くしていましょう。
・野次や拍手などをしてはいけません。
＜発言者以外の委員＞
・仲間の議員の発言には、適宜、拍手で賛同を示したり、「そうだ」などと合いの
　手をいれます。
・委員長が「ご異議ありませんか」と言った場合は、大きな声で「異議なし」と言
　います。
・立場の異なる議員や答弁者には、容赦なく野次を飛ばしましょう。
・野次にも節度が必要です。個人を誹諺中傷するようなものは避けましょう。
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会派①（甘党）〔A1 〕君質疑
1－1、本法案は、事理弁識能力の欠けた状態である患者にとって、医療行為の選
　　　択を第三者にしてもらいたいという必要性から出来たものであり、本法案
　　　によって、医師などから医療行為への同意を求められたとき、任意後見人
　　　が本人に代わって代諾するという認識で正しいのでしょうか？
騰欝蟻鍵華、苺難
1－2、今までの成年後見制度はあくまでも財産管理を目的とした制度で、生命・
　　　身体に対する医的侵襲についての選択は一身専属の権利としてこの制度に
　　　おいては対象外であったということですが、医療行為代諾ができるように
　　　することで、患者は医療行為に係る自分の選択の権利の一部または全部を
　　　委託し、その委託に係る事務についての代諾権を任意後見人に付与すると
　　　いう認識で正しいのでしょうか？
難灘鰹．鷲鑛鏑嬉通夢「灘謹欝鱒謎灘灘・
1－3、先述の通り医的侵襲を伴う処置に関する自己決定権は一身専属の権利とさ
　　　れておりまして、本来は後見人といえども代諾は出来ない性質のものとい
　　　　うことになります。その点、本法案は任意後見人という「他人」による代
　　　諾を規定している訳ですが、そのことによる悪影響が懸念されるところで
　　　　ございます。事理弁識能力が不十分な患者の意思に代わって医療行為の判
　　　断をすることは確かに重要ですが、本法案が実現されるには、一身専属の
　　　権利の中で代諾が可能なものとそうでないものが区別される必要が生じる
　　　のではないでしょうか。その点、大臣いかがでしょう。
　　灘難藝藝難懸熱婆諜難灘鞍醸熱縫響識難鶏蒙
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1－4、本法案では、十分な事理弁識能力があるにも関わらず身体障害により意思
　　　表示が困難な患者には任意後見人による医療行為の代諾が適用されないと
　　　　いうことになりますが、このような患者も自ら医療行為に承諾を与えるこ
　　　　とは困難ですので、代諾者が要求されるはずです。事理弁識能力上の問題
　　　　を基準として後見の対象を決めてよいのでしょうか？
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1－5、本法案で後見の対象となる患者にしても、任意後見契約を締結する前に事
　　　理弁識能力を喪失し、なおかつ一人も身寄りがないという場合は誰がどの
　　　　ようにして医療行為に承諾を与えるのでしょうか。あるいは主治医が裁判
　　　所に任意後見の申し立てをするとでもいうことになるのでしょうか。本法
　　　案が特に任意後見人を対象としたのは、現在の任意後見契約に関する法律
　　　では本人と長きにわたる付き合いがあり、その症状を良く知る者が本人に
　　　選ばれる形で任意後見人になれることが理由であると思われますが、それ
　　　は裏を返せばそのようなものがいない場合においては本法案の趣旨が骨抜
　　　きになるということではないのでしょうか？
（法務省民事局長）
　お答苑恥捷匿ま載。
　ま擦、紐意後鋸契約締結前の事例懸謬ざ騨ま塗翻、懇の段階遜の契約維
結ぽ港ぽ鞭懸きま悲癒の懸、財産管理雄関膨懇ぽ、民溝塞の成蕪後錨割麓
懇利駕膨蒸頂く護と鷹麟のま、漆。瀧濾、漆案肉の騨賑域集後溌細籔ま医
療行為の伐諾権は謬ざ騨ま悲んの総、現状行お鷺羅蜷鯉ま繊誌う鷹、医師
の判断擁よる他な騎灘纈透歯こ麟ろう力羅思羅艇ま諜。ま捲、葎意後見
は、黍火が契約にお麟懸行うもの懸謹ざ騨ま載の懸、塞治医の繭膨立懇畿
蕊う護どは季◎きな》・蓬老と鞍っ1癒iおゆま崖露。
　羅羅がら、任意後見炎謹珍，懇璽適荏者め聞題総謬さ聯雛載撫家族癩藻
炎関孫泥駐懸鞍く、第露者懇愛任者湛膨蒸契約懇強る漆濠も瓢能懸蓬ざ験
ま載の懸、決膨甕法案⑬趣旨演骨抜き儲癒きるど》瀬邊繍ま漆浅騨ま継潟。
1－6、本法案において後見の対象となるのは精神障害者ですが、障害者自立支援
　　　法には精神障害者のものも含む障害者地域生活支援事業が位置付けられて
　　　います。本法案と併せて任意後見契約に関する法律を改善し、当該患者が
　　　居住する自治体が任意後見についても「市長申し立て」のような申し立て
　　　を行えるようにすれば、自治体を単位として行われるこの事業と結びっ
　　　き、身寄りも任意後見人もいない患者に対する医療行為に承諾が与えられ
　　　やすくなると思われますが、このことを附則に加えてはどうでしょうか？
（法務省民事局長）
　iお答蒸いた琶まず。
　ま霧、本法案の想定誘る後見の対象につ恥鷲懸漆ざ瞼まずが、精神障害
者だけ懸鞍く、知的障害者、ま瀧、健常者懸おっ懸もおよそ事理弁識能力
瀕不華分な秀、特に、高齢者に多いと思われますが、若年性痴呆症という
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慈選も漆ざ恥まずの悪、雛蔭齢澹関薬系鞍く利用可能鞍制度になiっ慧iお9ま塗。
　惹の墨懸、民法窒の後見開蛤の審判挺つ》藩の布暴常膨立護のお話が3
響験ま膨薦。だ蓬、羅の制度ぽ、民法墓の成隼後見制度縫っ騨羅、家庭裁
判磁演後見的盤場がら成舘後見嚢を付与ずる佳組遜癒謬ざ》・まじ懸、本法
案あ箭提齪融隷誰蒙任意後見契約どぽ黍質的権異鞍るもの懸ざ建鄭・ま疹。
　、鞍お、蓬案酌の通燈、身体及猷精神障害者並齪催高齢者雄細きまし蒸は、
市長獲まる後見開始の審判藻斑能に鞍っ懸お9ま塗の懸、馨燕を通δ瀧生
活支援事業への糸吉びつぎは、現行法制度怒も漸能鞍もの薮鞍っ誰Cお珍まず
演、こ鷺と医療行為代諾持約を結びっけるのぽなお慎重嚢検討が必要とさ
，紅薄おると蕊ろ懸ざ餐験ま膨薫、附則の常悪今後の検講課題謹讃る旨の規
建演置が鷺癒験る訳怒湊麹ま蝶の懸、蓬理解懇賜灘ぽ幸騨懸謬さ糠ま讃。
1－7、本法案が実現されれば、任意後見人は解任などの法的な責任だけではな
　　　　く、道義的にも重大な責任を負うことになり、例えば患者が医療行為に
　　　よって死亡した場合のように、社会的制裁を受ける場合が発生することが
　　　考えられます。このように任意後見人に人命に関わる責任を付与する法律
　　　を制定すると、任意後見人の供給が不足、つまり任意後見人を依頼しても
　　　拒絶されるケースが増加し、ひいては任意後見人を必要とする社会的弱者
　　　の救済がより困難になるのではないでしょうか？
（法務災臣）
任意後見火の糞任催諭》斑iの藝質間怒漆ざ膝ま繊礁薩療癒為機諾特約
腱伴・溺任意後鈷戴の法的責任は、識諾を与苑癒薩療行為の結果催対誘る搭
の懸は謬ざ恥ま慧搬懸、蒸鎌の意思を尊重膨つっ、黍戴雄代聯っ懇医師が
ら畿分塗説閾癒受墜専閾駒助言の下に医療行為の塞施健纏墜懇代諾を行
癖齢「う鯉灘越熱・ま載。・
　縫恥ま膨蒸、例i潅漆、蒸鑛瀕輸猛を拒否醗麟犠の罷、「癒雑馨無視じ総
輸菰懇認め捷癒酸の脊繕醐行為がおっ濾「麟薄事情が義紅ば麩もがく、医
．療懸薦墜関隣癒登懸結果責縫巻負弱さ燕る瀦）う載の懸荏薬漆ざ騨ま縫ん。
蓬の煮、例鍵ぼ解任匿つきま膨癒は、家庭裁判所瀕惹の是罪を判断》・捷じ
ま載の薄、その限9騰お騨蒸慰随載る懸あろ蕨社会酌制裁姦》・じ非難と
購も酬難戯麟の芝考熱糊嶽。
　鵠讃鷺催致じま琶蒸も、代諾にお恥薫任意後見火の雰がベストを尽くさ
れるということがあれば、責任琢々の問題は生δないということでござい
ます。
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1－8、この任意後見契約において任意後見人は、契約を結んだ本人の医療行為の
　　　代諾という重大な役目を果たす立場にあります。しかし、後見人は結局人
　　　間でありまして、自分の医療行為に対しての決断をこなすのは一般的です
　　　が、他人の医療行為の選択を行う際の判断では、例え複数の後見人で議論
　　　　を重ねても被後見人の最も求めている選択を見出されるかは疑問でありま
　　　す。また、第三者が代諾者となった場合は特にこの問題が著しいと言えま
　　　　しょう。っまり、任意後見人、監督人、医療従事者及び家族の四者で意見
　　　が異なった際、被後見人に最も有益な決定をする者は、任意後見人だとは
　　　限らないのではないでしょうか？
1－9、本法案第5条3項に「緊急かつ明白な生命の危機が生じている場合」と明
　　　記されておりますが、例えば、「緊急であるが明白ではない」という場合、
　　　すなわち、任意後見人と連絡が取れないという場合において、医療従事者
　　　の判断のみで処置を施すことは認められないということになってしまうの
　　　ではないでしょうか。ここの要件は「緊急または明白」でもよいのではな
　　　いでしょうか？
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会派①（甘党）〔A2 〕君質疑
2－1、ここ近年の日本は、少子高齢化が進行しております。現在は高齢者1人に
　　　対して生産年齢の者4人が支える形となっておりますが、2025年頃には高
　　　齢者1人に対して生産年齢の者がわずか2人で支えなければならない状態
　　　　になってしまいます。医療行為代諾特約の主な対象者は、高齢者が中心に
　　　なると思われ、後見人は事理弁識能力のある被後見人の男性の子どもが多
　　　　くなると思われます。しかし、男性の子どもは40歳から50歳といった年齢
　　　の人が多く、家族の大黒柱として仕事をして家計を支えなければならない
　　　にも関わらず、財産管理に加えて、医療行為代諾まで加わると、大変な負
　　　担がかかると思われます。少子高齢化の解消も含め、負担を軽減するため
　　　の政府の考えがあれば、教えてください。
灘講灘！
響簿難嚢灘顯鱒1灘灘鱒騰越灘蒋蕪躍慧耗
叢勲簗譲灘灘答羅醗慧霧蓄灘護籍馨羅欝麟ま讃灘嚢、攣養麗馨馨整欝鼎鍍の
難難灘欝難鞭蕪購灘藁鍵灘難耗響灘鱗
灘騨難懸蟹鐵霧繋韓講溝鱗簿盤簿翠鵜簿鱒灘藩黙蘇熱紗羅繋欝騰溺灘
灘難鱗難難，灘麟嚢馨馨
　講馨箋、盛集鍵鼎鯉馨當醗i騰・篇灘蕎ぽ懸驚灘騰叢鶴・鋪駒騰讐欝謙簿溝i
慧灘撫瀦然韓・響響澱灘韓欝瀬羅懲羅騨瑠…「
難鞭簿難難鶴灘譲簑馨1難、
「灘灘難欝灘灘ll鰍灘欝難簿離…警
灘嬢盤難麟劃爽購翻，
?．欝畿蘇樹繋騰蓼覇馨醗講藁馨溝謬欝曝ま麟薦雛癖i毒灘羅響雛讐捲羅総「
』姿勢憲麺織驚懸懸頭讐ま擁雛委難灘擾蒙高齢縮鞭辮鞘蓬「欝霧匿鎌購ま墜髄「
熱講灘灘難難麟献嚇灘磐讐講鰭糠撚璽
「癒灘馨解鞘灘る麟趨・の饗ぽ鞍篠翻馨鱈蓬麓繕懸羅癒蒸馨毯謙繊蘇環鏡
、羅撃備鰭慧も蝋馨輪雛蓬欝鱒泌婁潔欝考簾懸》耀罷諺鯵懸慧欝麟ま雛。
難鰹灘驚欝瀬欝嚇の擁趨灘港・、禦懸観讐
懇毯疹位置考斜雛、讐謎、活周、鱒塾鴬くが蓬瞬う護欝ま欠羨悲撫蓬思う顔第
懸謬ざ騨ま蝶の悪、発後ども、まく勉強珍懇参り髭恥遷穂っ癒おりま誘。
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2－2、本法案は、任意後見人が代諾することで事理弁識能力が欠如している方に
　　　　も医療を行うことを可能とするのですが、任意後見人に代諾権を与える必
　　　然性が不明瞭であり、他の方法でも医療行為の問題を解決することが可能
　　　なのではないでしょうか。たとえば、既に存在している社会福祉NPOの
　　　カを借りて、医療行為に関する契約を介護師と利用者に結ばせることに
　　　よって、介護をしつつ事理弁識能力を欠如した場合にもスムーズに対処す
　　　ることができるのではないでしょうか。この契約に罰則規定を儲けること
　　　によって犯罪を未然に防ぎつつ、本人の意思を尊重した医療を効率よく適
　　　切に行うことができると思われます。後見制度の大半が高齢者によって行
　　　われていることを考えると、本法案を新たに成立させるより、NPOなど
　　　第三者を利用したほうが現実的なのではないでしょうか。
・難鑛灘難灘難麟難懸鑛！懇
2－3、といいましても、任意後見制度自体が大きな問題をはらんでいるわけであ
　　　　ります。まず、そもそも任意後見制度自体があまり普及しているものとは
　　　言えないのに、その上に医療代諾特約を設けたとして、効果が挙がるで
　　　　しょうか。任意後見制度は、事理弁識能力のなくなったときの財産管理を
　　　前もって契約するものであるから、ある意味事理弁識能力のない可能性の
　　　ある50代以上の国民全員、数にして約3000万人がやっておくべきものであ
　　　　るにも関わらず、実際に利用しているのは、わずか7000人であります。っ
　　　　まり、契約を結んでおくべき国民に対して、1％にも満たない状況であり
　　　　ます。このような土台の上に設けたところで効果が挙がるとは到底考えら
　　　れません。医療行為代諾特約を設けることに対しては歓迎すべきことだと
　　　思うのですが、任意後見制度よりもっと国民に普及している制度を土台に
　　　考えた方がよいのではないでしょうか。
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2－4、もし、任意後見制度を国民に制度を普及させようとする考えがあるとして
　　　も、「規模の経済」という視点からすると、このようなほとんど普及して
　　　いない制度に対してお金を使っても、結局コストがかかるだけで、国の赤
　　　字を膨らましてしまうだけだと思われますが、その点に対してはどのよう
　　　にお考えでしょうか。
2－5、公正証書を作成する公証人の数は果たして十分といえるでしょうか。公証
　　　役場は全国に300か所あるものの、公証人は全国にわずか約500人しかいま
　　　せん。しかも、この公証人たちが作成しなければならない公正証書は、任
　　　意後見契約公正証書以外にも、遺言給付証書、離婚給付契約公正証書、金
　　　銭消費賃貸契約公正証書などたくさんあるわけです。任意後見契約を結び
　　　たい人が仮に10万人いたとしたら、他の公正証書も作成しなければならな
　　　い500人の公証人で果たして国民の二一ズに十分対応することができるで
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しょうか。
継響騨鐘一、’妻、・，『、，
　趨餐繭霧導購鱗灘蕪の畿数…ぽ難雀簿鷺講纏繋馨羅鍵審暴餐蕃欝灘灘羅
灘撫難講繋欝欝雛ll難鑛灘購
，．
灘躍難灘欝轍駕簿欝鰻契聾灘誓麟翼懸難簿轄雛灘購鐵欝簸饗聾難璽．
「簿簿馨餐羅欝嚢鞭薫態麟蕪響響灘叢欝瀧欝湊藻繕簿遜簗溝難躾叢縫撫懸
灘驚灘灘…灘灘繋講難鱗難難
2－6、任意後見制度においては、制度を悪用して、お金をだまし取る事件が相次
　　　いで発生しております。それも何百万円といった高額のお金です。例え
　　　ば、社会福祉士が被後見人に遺言を書かせ、後見人の夫を利用して350万
　　　円をだまし取ったという事件があります。任意後見制度がこのような状態
　　　であるのに、さらに患者の命を扱う医療行為代諾特約を設けて、国民は果
　　　たして安心して利用することができるでしょうか。まずは、悪質な事件の
　　　発生を防ぐ方が先決かと思われますが、その点についてはいかがでしょう
　　　か。事件を防ぐための具体的な方策は考えておられますか。
醸務爽融
　禦度灘維購鐡轄「瀦溺慈聾難癒癬謙慧馨麗灘類繋諺郵箋難慧鶴鼎
制難馨，ま鎌灘響麟蝿麟蕪顯繋鰹欝導鱗鞭魏
毒難難難難蘂寒麟難難驚難讐箋馨鷺鰻難葦
韓潜1．囎屡難灘難響難鞭繋鞍馨隷鞭難曝難
、警羅購難難羅灘麟鍵鱒懇響蕪…i簿難難覇嚢
蕪響離麟誘購鰍懇欝麟鰹醤灘鞭馨綴麟
猫織糠麟簾翻ま餓麟麟鱗難騰醗響醐㈱
灘灘蓬行う擬の懇溺働ま薄の懇i騨鑑関係の購縣総異灘懸適翅莚募雛驚
繊溝働き、仮燧悪事溝登ま羅羅》・慈菊、露見屡聴議麟の懸ぽ鍵麟覇縄騨う’
癒匿懸麟まず。
　従願ま陰篠無意後発契麹の現獲制度墨籔権限濫鋸肇例懇、遜霧ま識黍
法案幡当縫ぽめると瞼籔遷遊は薮琴葦嶽駒頚1擬嫁まう．庭1思妻疹鰹る認縫毒蓬さ議、ま
塗。
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　　　　からとう会派②（辛党）〔B1 〕君質疑
3－1、法案の第二条第一項において医療行為の定義を「医師、歯科医師、看護
　　　　師その他の医療従事者が行う医的侵襲を伴う処置（予防接種を含む。）及
　　　　び、治療並びに手術をいう。」としていますが、この定義は非常にあいま
　　　　いな言葉を使われており、後見人が行う代諾に限定が設けられていませ
　　　　ん。この点に関して、なぜ限定は必要ないと考えたのでしょうか。
き蕪響灘澱
・雛鞭麺織鱒鱗欝懸・欝鞭鱗織灘響響然一醐
螺俸駒蕪鯉麸謙難灘の醗・漆認饗ま懸鐵灘苺嬢駒撮饗簿雛纈緑灘懸蒸．叢欝
懲叢繋驚親建鳶灘蒸鋸強灘糞。，鱈鱗聯鑑馨灘讐る馨轄縢騰欝懇難一医撰繕，
為蕪鞭霧麹難馨錘講繋議鍼懸鰹遜盤饗麟鱒馨藩馨・鱒翻難
欝辮翼溺莚港め鷺羅慧議羅鐡蕪蒙叢講講欝澄豫霧繋欝灘雛鞭撫鰻蒸懸薄
灘幾鱗「朧鰹鱒麺灘懸難欝欝驚藩鱒
簗叢簿熟雛嚢馨馨羅蕪翻警総雛螺鐵螺驚韓購蕩鶴馨搏、，「「
灘灘撫灘灘蒙灘　！難灘簿繋
3－2、しかし、限定がない場合において諸問題が発生します。高齢者はちょっと
　　　　したことで転倒する、病気にかかりがちになるなどの傾向があり、病院に
　　　　通う回数は相対的に多くなります。このような通院の大部分は軽度の医療
　　　行為です。このような場合、医療行為の一つ一つに対して、後見人に代諾
　　　　をしてもらうとなれば、時間と労力が非常にかかります。このような軽度
　　　　の医療行為に関しても、やはり医療従事者は医療行為一回一回に代諾を求
　　　　める必要があるのでしょうか。、
鱗鱗簿馨購海
・嚢難馨簿讐き療縫餐響欝鷺黛i雛麟叢馨叢i，薦灘簿簿謙難醗癖墜鑛簿糞鰹瀧
灘撫欝懸簿鐸鞭響欝欝鱒難懸麟鞭，騨麟灘醐、
膨慈簿講灘鶴灘拷繋葎難簿権幾璽警養嚇鶴鶴継纏欝懇贈灘編鐸鷲簾う護
謹難あ巻謙謎訪燈ま隣薮驚鐵鰻講逡が濾鯵懸麓括㈱薩桟諾馨得癒医療行
講懇鴛難薩ぽ馨理鵬覇雛考難ま義
　論健．任意後見蒸瀞家族慈訪繊籔病院隆癒畿添議驚羅難遜港籔騨懸膨よ
毅が墜、一滋伐講饗灘蒸蓄状況溝惹滋隷庭難！鐵藩購恵お羅諜悲滋。
　愚ら庭、’軽度の病気潜§鐵建薄載る医療癒為鷺あ⑨「慰あ癒急処置と騨うこ
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一翠響謬鷺馨、翻漿諾ぽ添婁謹凝臓難糞講従臓濾膨羅、縫釜懸懸は議濾、擁養醗轟
聯濠鞭ま載。
3－3、次の質問に移ります。法案には「医療行為の代諾に当たっては、本人の意
　　　思を尊重し、かつ、その心身の状態及び尊厳の保持に配慮しなければなら
　　　ない。」と書かれているものの、その意思の尊重はどのように行うのか、
　　　　どの程度配慮に入れられるのかなどが全くもってあいまいです。ですか
　　　　ら、結局は事理弁識能力が不十分という理由で本人の意思は決定の要因か
　　　　らはずされるのが現実でしょう。このような場合において問題になるの
　　　は、たとえ本人が事理弁識能力が十分な状況において後見人に自分の意思
　　　を伝えておいたとしても、状況によって人の思うこと、感じること、求め
　　　ていることは変化しますので、後見人の効力が執行された後の本人の意思
　　　は尊重されないという可能性が発生します。このような場合の対応・対策
　　　は考えていますでしょうか。
灘「騰簿簿蕪灘凝鐸難
，i響難灘「叢欝「羅「
、麟難饗蕪灘蕪鱗鞭叢灘羅難撚獺輝灘灘・
馨辮雛響鞭灘雛灘る難鱒灘鶏韓講墾簿灘欝難驚難灘雛麟羅灘蕪鰯簾灘繋難韓
警罐鑓鰹灘蟹麟鱒嚢鞭慧難警馨纏撃難測騒灘鰹灘瞥講霧懸講一
灘蕎羅獲叢総、，藩警馨蕪灘麓鳶「簗轄蕪馨1礫覚羅翻鱒禦簿謹蘇警講灘撫1灘
聡灘灘ま鵜、獺羅欝難灘警聯鰹獲難る灘灘欝灘欝簿瞼難…
　灘難羅認鱗鶉驚灘膨驚轄叢懸鴛難鐵灘警難賑繋蕪審薄難賜闘懸璽擬
難灘難饗難藥繋薫藷麟難麟灘騰灘鰹霧贅
鞭婆麟欝鱒難馨欝慧鞭醗灘灘簿・難…蘇難…
縫講羅鞍簸縫欝講欝／…響繕鶯難黙欝蕪遜牽難濾黎灘甥癒鑛携講の揚巻設隣
灘羅灘繋難欝灘難灘難欝灘
3－4、この医療代諾特約行為は、財産管理の後見とは異なり、本入の生命や健康
　　　に直接の影響を与え、一度行われると復元不可能な判断もあります。任意
　　　後見人が本人の意思を無視する場合もありうるにもかかわらず、本人の意
　　　思の尊重という権利を放棄してまでもこの法案を取るメリットはどこにあ
　　　るのでしょうか。
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灘難繋，鎌雛．、「
　灘簿鷺響驚の鱒欝鷲鞄麟黎鞭禦苺鷲鷺鐸簿簿瑳響肇繋薄灘茶羅鷺麟購
灘謹般鰹霧羅羅繊羅薩懇蕃難霧羅灘簿際騰欝頼苺癒蟄藷礁逡雛「驚簿慧簿
懸鰭締雛．描訳麟鎌難・麟欝議響羅藷灘羅．
薫！i灘欝驚難i鎌難灘馨聯
麟案簾欝騰麟韓難魏鶯鰹麟懸難醸鞭欝容
灘鷺辮驚雛欝欝灘難灘講灘
3－5、ただいまの問題は憲法13条に関わる問題でもあります。憲法13条は「幸
　　　福追求に関する国民の権利」の基礎を規定しており、「自己決定権」もそ
　　　　こに含まれるという理解がなされています。これは「個人は他人に迷惑を
　　　かけない限りにおいて自分の生き方や生活においての決定する一切の権利
　　　　を持つ」というものであります。確かに、自分の生命や健康に関わる決定
　　　権を他人に譲渡することも自己決定権のなかに含まれるようにも思われま
　　　す。しかし、我が国において、尊厳死や積極的安楽死が禁止されているよ
　　　　うに、いかなる状況下においても自らの生命を自らの決定によって放棄す
　　　　ることは禁止されているのです。したがって、これと同様に医療代諾特約
　　　は、自己決定権の濫用のように思われるのです。このような「自己決定
　　　権」に関する政府の見解をお聞かせください。
鱗蕪讐繋灘・
?「
「韓餐馨麟懸毬購灘濠欝欝、，簸！。、「
＿き蟹聾鋤業蓼苺叢叢鞭講霧禦禦難簿総蘇警鷲難難簿灘簿欝鰯、藻纏簿響欝浅
，繋灘叢馨璽懸…馨酵撫驚権警鑛馨葉溝椿灘警難鎌難影議馨霧驚癬魏鰺叢膨
「醸欝’灘関難灘勢難灘雛繋響鰹灘擁懸
懸璽蒋鞭灘難護灘響譲渡載灘簿難懸警難醗麟購蕩鎌簿警鵜鷺麟鋭
罐騰鱗騨舘難難簿欝嶽灘難麟難継蹴鎌
鞭繊鞭欝繋簿欝購鱒蝶難蕃講聯灘藩
雛雛鞭i韓灘鞭灘欝の繍ま欝轄叢難一
　選雛葛、懸艇懇暴盤継漆鷺鍵謬墜’馨響覆の契鞭締雛行羅灘契機齢濃i
騰麟一騰轡撫難雛鹸羅繍難鱗搬撚灘筋
濾場誉羅、佳意後見炎と霧懇、懇の莚輝蓬黍火の惹思を尊重毯羅瀕蓼、医
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鱗鱗嚢諾鞭溝総難鞭蕪灘朧灘欝鰹難鷲鰻灘
響灘欝，欝難難簿難灘難韓譲鰯駒欝護
灘騰懸灘纏…欝灘1灘灘鍵鎌灘欝
3－6、最後に医療現場の問題についてお聞きします。現状において医療従事者は
　　　高齢者を対象とした医療行為を行う際に、事理弁識能力が十分な場合、後
　　　の責任問題を追及される可能性から、医療従事者は積極的な医療行為に臨
　　　めなくなっている現状があります。そこで、政府は本法案を提出された訳
　　　ですが、この法案によって医療従事者は「本人の意思に配慮し、任意後見
　　　人と十分に協議し、かつ、専門的見地から判断して、最も適切な医療行為
　　　を選択するように努めなければ」ならないと規定されております。つま
　　　　り、後見人を重視しつつも、本人の意思にも配慮しなければならないとい
　　　　う状況に陥り、どちらの意見をどれだけ尊重すればよいのかもわからない
　　　上、本人と後見人との意見の対立に悩まされる可能性もあり、医療従事者
　　　はますます混乱に陥ります。このように、むしろ医療に関する知識の不十
　　　分な後見人と本人の決定を上手くまとめる判断を医療従事者は要求され、
　　　負担が増えることになりますが、これに対する何らかの対策や解決法はあ
　　　るでしょうか。
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資料⑧　委員会における反対討論
〔手をあげて「委員長」と呼ぶ。〕
　私は、辛党を代表いたしまして、ただいま議題となっております任意後見契約に
おける医療行為代諾特約に関する法律案に対し、反対の立場から討論をします。
〔同じ会派委員、拍手〕
　そもそも本法案は、立法過程における妥協の産物として作られたものであって、
非常に中途半端な内容となっております。本来であれば、成年後見制度全体のなか
で、ドイツの世話法を参考にして、医療行為の代諾を取り入れるべきであるのに、
成年後見制度でも利用例が極めて少ない任意後見契約に限って代諾特約を認めよう
というものとなっており、本当の国民に二一ズに全く応えないものと言わざるを得
ません。にもかかわらず、その内容も非常に稚拙で、粗雑なものとなっており、現
場での混乱は火を見るより明らかなものとなっています。したがって、私どもとし
てはこの法案は即時廃案にすべきであると、声を大にして反対の意見を述べるもの
であります。〔拍手〕
　反対の第一の理由は、医師の免責が必ずしも明確でない点にあります。そもそも
「代諾」という言葉は、他の法律で用いられていないものであって、それが成年後
見制度で用いられる「同意」や「追認」と異なることを暗に示すものとなっていま
す。つまり、代諾が得られても、法的に医師の責任が免除されるとは限らないとい
うことです。これでは、後々の責任追及を恐れて医療行為を避けようとする医師の
心理的負担を軽減するという立法趣旨に全く外れていると言わざるを得ません。
〔拍手〕
　反対の第二の理由は、任意後見人が代諾権を濫用することを防ぐための制度が欠
落している点であります。例えば、ドイツ世話法では、本人の生命の危機を招くお
それがあるような医療行為については、裁判所の許可を必要とする仕組みが作られ
ています。これに対して、本法案では財産管理の仕組みである任意後見契約がその
まま土台となっており、命や身体が、家財道具と同じ扱いになってしまっているの
です。これでは、本人の意思に反して、不妊手術や堕胎、身体的拘東などが行われ
ることになってしまいかねず、まさに人間を犬や猫と同じように扱う仕組みと言わ
ざるを得ません。常時、任意後見監督人の目が後見人に届く訳ではないので、気付
いたときには手遅れになるということもありえるのです。〔拍手〕
　このように、少し考えただけでも欠陥の多い法案は即座に廃案とし、真に国民の
ためになるような制度を作っていこうではありませんか。このような法律を作って
は、国会が国民からの笑いものになってしまうことでしょう。このような考えの甘
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い政府・与党甘党にこそ、後見人が必要な状況であるといわざるを得ません。法案
の廃案とともに、速やかな政権交代を求めていきます。〔拍手〕
以上の理由から本法律案に反対することを表明し、討論といたします。ありがと
うございました。〔拍手〕
一426一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　模範議会2010
資料⑨　附帯決議案
　私はただいま可決されました任意後見契約における医療行為代諾特約に関する法
律案に対し、辛党及び甘党の各派共同提案による附帯決議案を提出いたします。
　案文を朗読いたします。
任意後見契約における医療行為代諾特約に関する法律案に対する附帯決議案
政府は、本法の施行にあたり、次の事項について適切な措置を講じ、その運用にあ
たっては万全を期すべきである。
一　成年後見制度に対する国民の理解を深めるための広報・宣伝を引き続き行い、
制度の普及に努めること
二　制度を利用するために必要な経費について、可能な限り廉価で利用できるよう
に関係各所に働きかけるほか、所得の低い者に対する支援の拡充を行うよう努める
こと
三　医療行為代諾特約に基づき、本人の意思が尊重された医療行為が行われるよ
う、特約についての医療現場での理解を深めるために必要な措置を講ずること
四　本法の実施状況を参考にしつつ、成年後見制度全般において、医療行為の代諾
の仕組みを導入することの可否について、適切な時期に検討すること
五　本制度の適切な運営を確保するため、最高裁判所との密接な協力関係を構築す
ること
右決議する
何卒皆様のご賛同を賜わらんことをお願い申し上げます。
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資料⑩　附帯決議に対する政府発言
　ただいま御決議のありました附帯決議につきましては、その趣旨を尊重し、本法
律案の実施に努めてまいりたいと存じます。
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資料⑪　議長用台本
〔大臣はひな壇に着席して待つ。〕
　　　　　入　場
〔議長入場。〕
〔議長登壇。議員全員拍手。一礼して、議長席に着く。〕
〔議長、ギャベルを2度叩く。〕
　　　　　開　議
「これより会議を開きます。」
　　　　　日程の宣告　　　　　　※カッコ内も飛ばさず読む。
「日程第一　任意後見契約における医療行為代諾特約に関する法律案（内閣提出、
衆議院送付）。」
「まず、委員長の報告を求めます。」
「法務委員長〔X　　　　　　　〕君。」
　　　　　委員長報告
（〔場内拍手〕）
（〔委員長登壇。議長・議場に対してそれぞれ一礼し、報告書朗読〕）
（〔場内拍手〕、委員長は、議場・議長に対してそれぞれ一礼し、議席に戻る。議長
は委員長が議席に戻るまで待っ。）
　　　　　採　決
「これより採決をいたします。」
「本案の賛否について、投票ボタンをお押し願います。」
（〔投票開始〕）
「間もなく投票を終了いたします。」（〔議席全体を右から左へと見渡す〕）
「　これにて投票を終了いたします。」
（〔投票終了〕）
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「投票の結果を報告いたします。」
「投票総数　　　　　　　OO　」
「賛成　　　　　　　　　OO　」
「反対　　　　　　　　　OO　」
「よって、本案は［可決／否決］されました。」
〔1薫欝熱聾1霧難講翻
（〔会派①拍手、法務大臣起立、一礼、着席。〕）
　　　　　散　会
「本日はこれにて散会いたします。」
〔議長起立、一礼して退場。〕
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資料⑫　委員長報告
〔委員長登壇。議長席手前で一礼、演壇で議場に対して一礼し、報告書朗読〕
　ただいま議題となりました法律案にっきまして、法務委員会における審査の経過
と結果を御報告申し上げます。
　本法律案は、任意後見契約に付加して、本人が精神上の障害により事理を弁識す
る能力が不十分な状況における自己の医療行為に係る選択の全部又は一部を委託
し、その委託に係る事務について代諾権を付与する特約を設けることを可能にする
ものであります。
　委員会におきましては、成年後見制度の意義、法案が成立した場合の各種問題
点、任意後見契約の意義等について質疑を行いましたが、その詳細は会議録によっ
て御承知願います。
　質疑を終局し、討論に入りましたところ、辛党を代表して〔　　　　〕委員よ
り反対する旨の意見が述べられました。
　討論を終局し、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきもの
と決定いたしました。
　なお、本法律案に対し附帯決議を行いました。
　以上、御報告申し上げます。
（〔場内拍手〕、委員長は、議場へ一礼、議長に対して一礼し、議席に戻る。）
（本学法学部准教授）
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